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本論文の目的と位置づけ 
 
本稿の目的は、新潟県村上市村上地区のわらべうたの

調査結果を報告するとともに、その特徴を明らかにし、

音楽教育における教材開発研究に資することにある。 
現行の学習指導要領（音楽科）においては、「それ

ぞれの地方に伝承されているわらべうたや民謡な

ど日本のうたを取り上げるようにすること」が謳わ

れている。このことを指摘するまでもなく、音楽教

育、とりわけ幼児や児童の音楽教育において、わら

べうたの持つ教材性はきわめて重要である。また、

わらべうたがその土地の言葉によって歌われ、土地

の歴史や自然、風土とも密接な関わりを持っている

ことを鑑みれば、歌が生まれ歌い継がれてきた土地

のわらべうたに焦点を当てる意義も大きい。 
新潟県におけるわらべうたは、すでにいくつかの

報告や文献が見られる。全県的な視野に立ったもの

としては、峰村(1)の「新潟のわらべ歌 日本のわら

べ歌全集九下」がある。また、新潟県教育委員会編

集による「新潟県の民謡－民謡緊急調査報告書－」

(2)には、同曲及び同名異曲をあわせると 1133 曲も

のわらべうたが収められている。郷(3)はこれらのす

べてを分類しまとめるとともに歌とそれがうまれ

た土地との関係について考察している。本稿で扱う

村上市およびその周辺のわらべうたについては、前

記「新潟県の民謡—民謡緊急調査報告書—」のほか

に長谷川(4)の「越後磐舟 ことばの風土記」にも詳

しい(5)が、本稿の独自性は、村上地区のわらべうた

に焦点を当て、音楽教育における教材化を展望しな

がら、それらの再現性を考慮しすべてを五線譜にし

たこと、こどもが「あそぶ」ことを考え、遊び方を

詳細に示したこと、収集されたわらべうたを分類し、

村上地区の歌の特徴を明らかにしたこと、にある。 
 

取材記録 
 
 本論文に掲載したわらべうたはすべて村上地区

において文化啓蒙活動を行っておられる「村上弁の

会」の諸氏より全面的なご協力をいただき取材した

ものである。取材日等詳細は以下の通りである。 
・日時：2003（平成 15）年９月３日 
・場所：村上市中央公民館 
・歌の提供：「村上弁の会」の皆様 
 矢部キヨ氏（昭和６年、肴町生まれ） 
 宮野ヨシ氏（昭和６年、片町生まれ） 
 倉松ノブ氏（昭和２年、上町生まれ） 
 伊藤ハル氏（昭和５年、久保田町生まれ） 
 浅野富美子氏（大正 15 年、塩町生まれ） 
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取材者：伊野義博、森下修次、鈴木理恵、南雲直子、

梨本佳代、廣瀬礼乃、真坂弥央子、堀井キミ子 
なお、伊野、森下は新潟大学教育人間科学部教員、

鈴木以下は、新潟大学教育人間科学部学生である。 
採譜：楽譜は、基本的にｅ—ａ型テトラコルドに統

一した。従って、記譜の音高は、実音とは異なる。

なお、音高が不確定な場合は、符頭を◆印で示した。

また手拍子、足踏みなどの破裂音は×で示した。 
 
歌の分類 
 
 収集された 50 曲の歌を小泉文夫編「わらべうた

の研究・研究編」(6)（わらべうた刊行会、1969 年 

p.284）による０〜９の分類に 10：行事のうた、11：
季節や天気・情景のうた、12：挨拶のうた、13：あ

やしうたを加え、以下のように整理した。 
 
０ となえうた 
１ 絵かきうた 

・ みみずが三本 
・ つるには 
・ まるかいてちょん 
・ いっちゃんが 
・ いっちゃんところの 
・ まるきぶね 

２ おはじき・石けりなど 
・ ひとなげ 

３ おてだま・はねつきなど 
・ いっこにこ 
・ お茶もみ 
・ ももかきばたばた 
・ おんきょうきょうばし 

４ まりつき 
・ いちじくにんじん 
・ 一丁目の一助さん 

５ なわとび・ゴムなわ 
・ くまさん 
・ ゆうびんやさんおまめかけて 
・ 大なみ小なみ 
・ おじょうさんおはいんなさい 

６ じゃんけん グー・チョキ・パーあそび 
７ お手あわせ 

・ うちのこんぺとさん 

・ おちゃらか 
８ からだあそび 

・ おつけもっこ 
・ この子どこのこ 
・ 手つないで 
・ あめ あめ 
・ きしゃ 
・ うしろのじぞうさん 

９ 鬼あそび 
・ ねこじゃねこじゃ 
・ おにのいぬまに 
・ ことしのぼたん 
・ ぼうさんぼうさん 

10 行事のうた 
・ お正月さまのうた 
・ さくらあめ売り 
・ お正月さまござった 
・ せりや青菜や 
・ ゆずり葉や松や 

11 季節や天気・情景のうた 
・ かみなりさま 
・ にじほうた 
・ ほたるこい 
・ お盆にカネもってこい 
・ からすからす 
・ お月さま 
・ 雪ばばこーい 
・ 雨こんこん 
・ 天上見れば 
・ 鮭であんす 
・ 風の三郎（二種） 
・ あめはふるし みぞれはふるし 

12 挨拶のうた 
・ さいなら三角 

13 あやしうた 
・ ねねつぶ 

 
わらべうたにまつわる話 
 
 収集されたわらべうたの各々について、村上弁の

会の諸氏による解説を以下にまとめる。 
・正月さまのうた 

これはお正月がきた時子供たちみんなが喜んで
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歌った歌です。歌詞中「まま」は「ごはん」、ぼや

は鮭のことです。また「つまかわかかったかんこ」

とは雨や雪がかからないようにつま先のところに

「つまかわ」をつけた下駄のことです。汚臭雄勝に

履く「かんこ」は特別で、その「つまかわ」のとこ

ろに白いモクモクした毛がついています。3 月の 10
日には「雪割り」といって、荷車が通れるように道

路の雪を除くという作業が行われますが、その雪を

取った道路の上をかんこで「カラン、コロン」と音

をさせながら歩くのが楽しみだったそうです。昔は

正月用の酒というのを自分の家で作りました。その

お酒が油のようにとろとろしていておいしかった

ということから、「油のような酒飲んで」という歌

詞も歌われていたようです。 
・ さくらあめ売り 

小学校５年生くらいの男の子が、12 月 31 日に一

番安く売られているお菓子屋を探してさくらあめを

買ってきます。そのお金は１年間自分で貯めたお小

遣いです。さくらあめは、紅と白のとてもかわいい

飴で、重箱の中にくっつかないように粉をまぶして

入れてありました。さて、いよいよ売初（うりそめ）・

買初（かいそめ）の１月２日がやってきました。ま

だ夜明けの３時や４時頃、さくらあめ売りの男の子

たちは、どんなに吹雪の日であっても、さくらあめ

を売りに行きます。多くが親戚の家へ売りに行きま

すが、どの家でもさくらあめは縁起ものとして、神

棚や仏壇にお供えしてから食べました。飴を売り終

えた男の子たちは、飴を売ったお金とお年玉を持っ

て買初へと出かけます。そこでは２日の書き初めの

ための紙を買いました。買初の日は特別で買い物を

するとおまけ（景品）がもらえて、それもまた楽し

みだったそうです。 
・ かみなりさま 

この歌は、誰かが歌い始めると、あっちからも

こっちからも次々にいろいろなところから歌が

聞こえてきたそうです。どんな小さな雷でも聞き

つけて外へ出て歌いました。そして、大きな音が

聞こえてくると怖くなって家の中へ入り、「マン

ザイロク、マンザイロク」とまじないをいいなが

ら、雷が通り過ぎるのを待ちました。 
・ にじ ほうた 

「ほうた」と言うのは「はう」という意味です。

虹がでている間はずっとこの歌を歌って、虹がで

たことを喜びました。 
・ ほたるこい 

村上弁では「○○だ
．
」というのが「○○ら

．
」に

なったり、「し
．
」が「す

．
」になったりもします。

「かかさ（は
．
）金持ちだ」のように格助詞の「〜

は・が」を省略することも多いようです。「かか

さ」は「かあちゃん・おっかさん」の意味です。

男性が「うちのかかさが…」と言うと、「うちの

奥さんが…」となりました。ホタルは塩町の河原

前によくいて、捕らえたりしていました。また、

蚊帳の中に入れたりもして、とても風情がありま

した。歌詞の中に「金持ち」とありますが、ホタ

ルのきれいな黄金色の光が「お金」を連想させた

のではないでしょうか。 
・ お盆にカネもってこい 

子どもの頃にセミを捕らえて、それを放す時に

このうたを歌いながら放しました。お盆前は殺生

しないで、捕らえてカゴの中に入れたりしないで、

セミを逃がしました。お盆前なので「カネ」は「金」

なのか、お寺の「鐘」なのかは定かではありませ

ん。人それぞれたっだようですね。 
・ うちのこんぺとさん 

２人以上で遊ぶ手遊びです。人数が多ければ輪

になって遊べます。この歌を歌うことで洗濯の順

序を覚えることができます。 
・ ねねつぶ 

子どもが赤ちゃんを子守りしながら、あやす時

に歌いました。赤ちゃん（小さい子どもも）は大

喜びです。「ねねつぶ」というのはほおづきのた

まのことです。実際、ほおづきで遊ぶ時も「ねね

つぶしねかー」と言って遊びました。村上には、

今はあまり見られなくなりましたが、「うみほお

ずき」というのもあります。「わっくり・かいぐ

り」は糸巻き、「ひず」は「ひじ」のことです。

「たんぽ」はひじをたたく時の音です。 
・ からす からす 

夕方になるとからすは「下渡山」という山にたく

さん帰っていきました。「田のくろ」とは、田と

田の間のあぜよりも細い道のことで、昔はそこに

も小豆を植えたりしました。「つぶ」とは「たに

し」のことです。この歌は、遠くのほうから伝わ

ってきたかも知れないということで、「おおさか

山」というのは、京都の東にある「逢坂山」のこ
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とかもしれません。歌詞の意味もよくわからない

ので、伝わってくる間に所々抜けてしまった、あ

るいは、文字で伝わったわけでもないので、伝言

ゲームのように途中から言い換わってしまった

ということもあり得ます。「お小屋」というのは

「ほこら」のことかもしれないし、「十二の中で」

というのは、十二神社の信仰と関係があるかもし

れないと考えられます。しかし、子どもの頃、「お

小屋遊び」と言えば、木っくずで積み木遊びをす

るというものがありました。 
・ お月さま 

子守歌で、まんまるのお月さまを見上げながら、

ゆーっくりと歌いました。「からさま」というの

は、「ののさま」のことで「仏様」です。「ややさ

んもって」というのは、「赤ちゃん産んで」とい

うことで、「十三 七つ」を足して二十歳頃の人

が赤ちゃんを産んだことを歌ったのではないで

しょうか。 
・ おつけもっこ 

押しくらまんじゅうのように、寒い日には学校

の運動場で肋木につかまって遊びました。はりき

って遊びすぎて、ひっくり返ったり鼻血が出たり

したそうです。そのころは、とても寒くて、から

だを押し合いっこして、暖をとりました。 
・ 雪ばばこーい 

冬に降る雪は、本当にゴミのようです。上を見

ると、白い雪が黒い大きなホコリのように見え、

空からゴミが降ってくるようでした。それがしば

らく眺めていると、自分が空の上へあがっていく、

吸い込まれていくような気持ちになり、それが大

好きで、ずっと雪の降る空を眺めていました。 
・ 雨こんこん 

これは冬のはしり、初めのころの歌です。 
・ お正月さま ござった 

お正月のうたは各地にたくさんありますが、お

金はどうやらつきもののようですね。12 月の後

半になるとどこからともなく、子どもがこの歌を

歌い始めます。 
・ ゆずり葉や松や 

「お正月さま ござった」が歌われ始める頃、

ゆずり葉や松を売りに来る人がいました。子ども

たちは、ゆずり葉売りが来るともうすぐお正月に

なる、ということがうれしくと、その人たちにゾ

ロゾロとくっついて、一緒になって「ゆずり葉や

松やー」と歌いました。 
・ せりや青菜や 

さくらあめ売りが終わると、朝日村や瀬波など、

海と山両方の地域から姉さがせりや青菜を売り

にやってきました。 
・ 鮭であんす 

この売り声が聞こえると、士族の家のお母さん

は、帳面を持って子どもをひとり連れて、鮭をも

らいに行きました。鮭を取る時、若い衆は三面川

につかって、鮭が逃げないように網を足でおさえ

ながら曳きます。漁をする時には、寒いので体を

あっためるために醤油を飲んだそうです。たくさ

んとれると、漁師の頭（かしら）のところへ「た

るだ、たるだ」と言って、酒樽を１本もらって来

て、みんなで飲んで体をあっためたそうです。 
・ この子どこの子 

この歌で小さい子を遊ばせました。昔は嘘をつ

くと本当に張りの山へ行くと思っていたので、い

つのまにか嘘も言わなくなりました。子どもたち

は、とばされる時に、次から次へとケガもせずに

遠くへポーンと飛んで遊びました。もっと遠くへ

飛んでやる、という意識がありました。 
・ 風の三郎 

ちょうど稲の実る頃、大風が来ないように歌いま

した。風が吹くと、木の上に登り、神棚に大切にと

っておいた節分の豆をまきました。大人でも、大風

が吹くと、屋根の上に豆をまきました。余談になり

ますが、節分の豆とは、大豆を煎ったもので、１年

間、次の節分の日が来るまで、神棚において大事に

保管されました。遠足や遠くへの旅がある時は、お

守りとして少しずつ持っていきました。もう一つの

風の三郎は子どもが風と一緒に遊ぶ時に歌いまし

た。最初（上）とは正反対の意味の歌です。稲の時

期の大人の心配をよそに、子どもは木の葉を散らし

たり、枯葉を踏んだりして遊びました。 
・ 手つないで 

「て
．
つないで…」だから「て」のつく場所を言い

ました。「停車場」のところの歌詞が、「てら町」に

なったり、地域によって少しずつ変わってくるよう

です。よく飽きもしないで、この遊びをしていたな

あと、今考えると笑ってしまいますが、昔は遊びが

なかったせいか、みんなで道いっぱいに広がって、
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この歌を歌いながら、行ったり来たりして遊んだも

のです。この歌が聞こえてくると、どんどん子ども

たちが集まって、道一杯に広がりました。 
・ いちじくにんじん 

「八（や）いも」とは、やつがしらのことで、

ふつうは言わないけれど、歌に逢わせるためにこ

のように歌われます。「むかご」は山いもの実の

ことです。 
・ さいなら三角 

テンポがよく、遊んで帰る時に帰り道が分かれ

ると、そこで必ず歌っていました。この歌を歌わ

ないと、家へ帰れなかったそうです。 
・ あめ あめ 

歌詞がいくつかありました。女の子だけで運動

場に集まって大きな輪になって歌いながら遊びま

した。男の子がうらやましそうに見ていましたが、

入れてあげませんでした。けっこうつかれます…。 
・ 汽車 

大きな輪でも楽しめます。みんなが回り終える

まで歌います。 
・ くまさん 

本当は竹でやりました。間違えた人は縄（竹）

の人と代わるなどして遊びます。 
・ ひとなげ 

竹が刺さらないように、きれいにけずって使い

ます。村上では、竹の遊びはありましたが、歌は

それほど盛んではなかったようです。歌は違って

もやる遊びはそれほど変わりませんでした。 
・ いっこにこ 

村上ではお手玉のことを「いっこにこ」と呼び

ます。このいっこにこの遊びには、日常生活のし

ぐさなどが歌いこんでありました。「おてさげ」と

いいながら、実際は手にあげるなそ、とても高度

な遊びで、ついつい夢中になってしまいます。「な

かつま」とは何のことなのか、よくわかりません。 
・ ももかきばたばた 

これは、桃と柿がバタバタと落ちてくるという

様子を表現した遊びです。 
・ まるきぶね  
・ いっちゃんが 
・ つるには 

毎日こんなことをして、新しい絵かき歌を覚え

るのは楽しいものでした。国語（読み書き）の時

間にも、算数（算術）の時間にもノートのはじっ

こに落書きをしていました。 
・ まるかいてちょん 

まるまげを結ったおっかさんが描けます。この

ころのお母さんはこんな髪型をしていました。 
・ いっちゃんところの 

とっても数字が書きやすい歌で、子どもの頃は一生

懸命この歌を歌いながら、ノートに書いていました。 
・ おんきょう きょうばし 

てんまり歌をする時は、大抵正座をして遊びま

した。この歌は、板の間に座って遊びました。ま

りつきは、片手だけでつくため、寒い日に遊ぶと、

そのまりをついた方の手だけ、ひびきれになって

しまいます。そうすると、お母さんが指だけ出る

手袋を編んでくれました。それでまた、まりつき

あそびをしたものです。「ながしの権平さん」と

は料理人のことで、恵比寿講の日に料理をしても

らいました。 
・ 一丁目の一助さん 

これは立って遊びました。一丁目から二丁目、

三丁目…と増えていくごとに高度になっていい

きます。 
・ あめはふるし みぞれはふるし 

親に聞いた歌です。聞いているとなんとなくし

んみりとした気持ちになります。カワウソの伝説

があったようです。 
・ ねこじゃねこじゃ 

これは「花いちもんめ」の変形です。 
・ うしろのじぞうさん 

「めってくれっス」は、「参ってくれ」という

ことで、お地蔵さんにお参りをする、という歌詞

になります。笑って歌いながらこの遊びをやって

いました。 
・ おにのいぬまに 

おにごっこの時に、鬼を挑発するように歌いま

す。鬼が自分のところに向かって来る間に、この

歌を歌い余裕があるのを見せます。 
・ ぼうさん ぼうさん 

「正面」のところが「小便」になったりします。「お

しっこたれたのは誰！？」という意味になります。 
・ ゆうびんやさん おまめかけて 

歌詞の内容は、まったく意味がわかりません。

この歌詞をなわとびに合わせて楽しく遊びました。 
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